「文治二年五月の兼実宛頼朝折紙」の日付をめぐって by 山本 博也
「
文
治
二
年
五
月
の
兼
実
宛
頼
朝
折
紙
」
の
日
付
を
め
ぐ
っ
て
山
本
博
也
は
じ
め
に
九
条
家
文
書
中
「
関
東
右
幕
下
被
進
月
輪
殿
状
等
案
」
と
一
括
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
に
、「
十
三
箇
条
子
細
事
」
と
書
き
出
さ
れ
た
折
紙
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
関
東
右
幕
下
」
す
な
わ
ち
源
頼
朝
が
、「
月
輪
殿
」
す
な
わ
ち
九
条
兼
実
か
ら
、
当
時
の
政
治
課
題
で
あ
っ
た
十
三
の
事
柄
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
（
「
目
録
口
状
」
）
の
に
応
じ
て
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
文
書
は
後
欠
で
、
最
後
の
三
箇
条
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
）。
鎌
倉
幕
府
草
創
期
に
お
け
る
、
幕
府
と
朝
廷
と
の
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
私
は
か
つ
て
こ
の
文
書
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
１
）。
ま
ず
、
こ
の
文
書
が
い
つ
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
文
面
上
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
文
中
に
「
不
可
同
心
行
家
義
行
不
当
輩
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
こ
こ
に
あ
る
「
行
家
」
と
「
義
行
」
と
は
、
頼
朝
か
ら
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
て
、
ど
こ
か
に
潜
行
中
の
源
行
家
と
源
義
経
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
行
家
は
、
文
治
二
年
五
月
十
二
日
に
和
泉
国
で
殺
さ
れ
、
五
月
二
十
五
日
に
そ
の
首
が
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
折
紙
が
記
さ
れ
る
下
限
は
、
行
家
の
死
が
鎌
倉
で
確
実
に
確
認
さ
れ
る
文
治
二
年
五
月
二
十
五
日
と
な
る
。
一
方
「
義
行
」
は
、
「
義
経
」
を
朝
廷
サ
イ
ド
が
改
名
し
た
名
前
で
あ
る
。
朝
廷
側
の
記
録
に
は
、
文
治
二
年
五
月
六
日
付
の
文
書
に
は
「
義
経
」
と
あ
り
、
同
五
月
十
日
の
記
録
に
は
「
義
行
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
名
は
そ
の
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
文
書
に
「
義
行
」
と
記
さ
れ
る
上
限
は
、
文
治
二
年
五
月
六
日
と
な
る
。
か
く
し
て
こ
の
折
紙
が
作
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
最
大
限
の
幅
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
文
治
二
年
五
月
の
六
日
か
ら
二
十
五
日
の
間
と
な
る
（
実
際
は
、
京
都
の
情
報
が
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
る
日
数
を
考
慮
す
れ
ば
、
も
う
少
し
幅
を
せ
ば
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
）。
以
上
を
確
認
し
た
う
え
で
、
頼
朝
「
折
紙
」
に
記
さ
れ
た
各
箇
条
に
つ
い
て
分
析
し
、
い
く
つ
か
の
知
見
を
得
た
。
ひ
と
つ
は
、
頼
朝
の
要
求
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
た
朝
廷
の
記
録
所
は
、
実
は
兼
実
の
発
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
は
、
文
治
二
年
当
時
に
お
け
る
、
頼
朝
と
後
白
河
法
皇
と
九
条
兼
実
と
、
こ
の
三
者
の
政
治
的
対
応
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
常
に
頼
朝
の
支
援
を
求
め
、
そ
れ
を
背
景
に
朝
廷
に
お
け
る
自
己
の
立
場
を
有
利
に
し
よ
う
と
す
る
兼
実
。
兼
実
を
圧
迫
す
る
一
方
、
頼
朝
に
対
し
て
は
慎
重
に
対
応
し
つ
つ
、
頼
朝
の
要
求
を
巧
み
に
回
避
す
る
後
白
河
法
皇
。
そ
し
て
兼
実
に
支
援
を
約
し
つ
つ
も
、
し
か
し
後
白
河
法
皇
に
対
し
て
も
必
ず
し
も
強
圧
的
で
は
な
い
頼
朝
。
三
者
は
そ
の
よ
う
な
微
妙
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
―１―
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右
の
私
の
旧
稿
に
対
し
て
、
最
近
龍
福
義
友
氏
が
再
検
討
を
加
え
て
く
だ
さ
り
、
「
折
紙
」
の
作
成
時
期
に
関
し
て
、
そ
れ
は
文
治
二
年
四
月
二
十
二
日
ご
ろ
か
ら
二
十
五
日
ご
ろ
ま
で
の
間
だ
と
す
る
見
解
を
提
示
さ
れ
た
（
２
）。
こ
の
龍
福
氏
の
新
説
を
検
討
し
、
合
わ
せ
て
自
ら
の
旧
稿
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
れ
が
本
稿
を
草
す
る
所
以
で
あ
る
。
さ
て
龍
福
氏
は
、
旧
拙
稿
が
「
行
家
」「
義
行
」
の
表
記
に
基
づ
い
て
お
こ
な
っ
た
、
「
折
紙
」
作
成
時
期
を
五
月
段
階
と
す
る
推
定
を
、「
主
観
的
解
釈
を
容
れ
る
余
地
の
な
い
客
観
性
を
具
え
て
い
て
、
間
然
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
論
証
」
だ
と
、
ひ
と
ま
ず
は
肯
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
折
紙
」
の
第
９
項
第
８
項
第
３
項
の
内
容
を
検
討
さ
れ
、
そ
れ
は
五
月
段
階
に
記
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
折
紙
」
は
四
月
二
十
二
日
ご
ろ
か
ら
二
十
五
日
ご
ろ
ま
で
の
間
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
論
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
３
つ
の
項
に
つ
い
て
、
龍
福
氏
の
論
証
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
、
第
９
項
に
つ
い
て
「
折
紙
」
の
第
９
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
３
）。
一
、
泰
経
事
去
年
令
鬱
申
候
輩
事
、
各
所
行
好
不
当
、
旁
依
無
思
慮
、
遂
及
天
下
之
大
事
歟
、
彼
輩
刑
罪
之
条
、
不
起
自
御
意
者
、
其
上
事
強
不
可
鬱
申
候
、
免
否
只
可
在
御
計
、
自
今
以
後
、
悔
過
、
不
可
同
心
行 、
家 、
義 、
行 、
不
当
輩
之
由
、
各
能
可
被
仰
含
之
旨
、
申
□ （候
カ
）了
之
由
事
関
連
史
料
と
し
て
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
九
日
条
が
あ
る
。
前
大
蔵

前
刑
部
等
罪
科
事
、
於
今
者
可
被
免
帰
京
之
由
、
去
三
月
被
奏
聞
畢
、
叡
慮
頗
快
然
云
々
、
仍
左
典
被
執
進
職
事
奉
書
、
今
日
所
到
来
也
、
二 、
位 、

、
書 、
状 、
奏
聞
候
畢
、
泰
経
頼
経
等
事
、
可
有
恩
免
之
由
、
度
々
雖
令
申
、
彼
心
中
猶
難
知
之
処
、
散 、
御 、
不 、
審 、
候 、
畢 、
、
北
面
輩
事
、
各
誡
仰
可
召
仕
之
由
、
内
々
御
気
色
候
也
、
以
此
趣
可
仰
遣
候
、
恐
惶
謹
言
、
四
月
廿
六
日
左
少
弁
定
長
「
折
紙
」
第
９
項
は
、
そ
こ
に
「
行
家
」「
義
行
」
と
あ
っ
て
、
旧
拙
稿
で
「
折
紙
」
作
成
時
期
を
五
月
段
階
と
推
定
し
た
、
当
の
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
頼
朝
は
、
「
泰
経
の
免
否
は
、
後
白
河
法
皇
の
意
思
に
お
任
せ
す
る
、
当
人
に
は
、
今
後
行
家
義
行
な
ど
に
同
調
し
な
い
よ
う
に
言
い
含
め
ら
れ
た
い
と
、
法
皇
に
申
し
上
げ
た
」
と
兼
実
に
回
答
し
て
い
る
。
龍
福
氏
は
、
こ
こ
で
頼
朝
が
後
白
河
に
伝
え
た
と
い
う
も
の
こ
そ
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
九
日
条
に
載
せ
る
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
に
言
う
「
二
位
書
状
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
泰
経
へ
の
誡
め
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
廷
側
は
頼
朝
の
「
免
否
只
可
在
御
計
」
を
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
よ
い
と
の
確
信
を
得
て
、
そ
れ
が
、
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
に
言
う
「
散
御
不
審
候
畢
」
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
龍
福
氏
の
論
点
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
１
.
後
白
河
に
上
申
し
た
内
容
と
し
て
「
折
紙
」
に
示
さ
れ
た
、
「
自
今
以
後
、
悔
過
、
不
可
同
心
行
家
義
行
不
当
輩
之
由
、
各
能
可
被
仰
含
」
が
、
「
免
否
只
可
在
御
計
」
つ
ま
り
「
頼
朝
の
赦
免
の
意
思
表
明
」
が
、
「
本
心
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
効
果
を
も
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
朝
廷
は
こ
れ
ま
で
の
疑
心
暗
鬼
か
ら
解
放
さ
れ
安
ん
じ
て
泰
経
の
配
流
を
宥
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
」
っ
た
。
―２―
２.
右
の
頼
朝
の
態
度
表
明
を
受
け
た
後
白
河
は
、
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
で
「
散
御
不
審
候
畢
」
と
頼
朝
に
報
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
院
宣
に
見
え
る
「
二
位

書
状
」
は
、
頼
朝
に
よ
る
右
の
態
度
表
明
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
３
.
院
宣
は
、「
二
位
書
状
」
上
奏
後
間
を
置
か
ず
に
出
さ
れ
た
。
４
.「
二
位
書
状
」
は
、
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
が
出
さ
れ
る
直
前
に
、
朝
廷
に
届
き
、
上
奏
さ
れ
た
（
院
奏
文
書
は
到
着
後
可
能
な
限
り
速
や
か
に
上
奏
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
）。
し
た
が
っ
て
「
二
位
書
状
」
の
作
成
時
期
は
、
四
月
中
旬
初
と
な
る
。
『
吾
妻
鏡
』
の
地
の
文
が
、
叡
慮
の
快
然
を
頼
朝
の
三
月
の
奏
聞
に
直
結
し
て
い
る
の
は
誤
り
。
５
.
後
白
河
は
、「
二
位
書
状
」
を
得
た
後
直
ち
に
赦
免
を
行
っ
た
だ
ろ
う
。
６
.
頼
朝
は
、
「
折
紙
」
を
書
い
た
時
点
で
は
、
泰
経
赦
免
の
実
行
を
知
っ
て
い
な
い
。
７
.
院
宣
は
五
月
九
日
に
は
鎌
倉
に
着
い
て
い
る
（
十
日
を
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
）。
（
そ
れ
と
前
後
し
て
頼
朝
は
赦
免
の
実
行
を
知
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
）
頼
朝
が
「
折
紙
」
を
書
い
た
の
は
、
そ
れ
以
前
で
あ
り
、
し
か
も
「
二
位
書
状
」
作
成
時
期
に
遅
れ
る
こ
と
遠
く
な
い
時
期
で
あ
る
。
以
上
か
ら
し
て
、
折
紙
の
作
成
時
期
は
、
文
治
二
年
四
月
中
旬
初
か
ら
五
月
十
日
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
再
度
大
筋
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
「
折
紙
」
で
頼
朝
が
後
白
河
に
上
申
し
た
と
言
っ
て
い
る
も
の
が
「
二
位
書
状
」
で
あ
る
。
「
二
位
書
状
」
を
受
け
て
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
が
出
さ
れ
た
。
院
宣
は
五
月
十
日
ま
で
に
は
鎌
倉
に
届
い
た
。
し
た
が
っ
て
「
折
紙
」
が
書
か
れ
た
の
は
、「
二
位
書
状
」
が
書
か
れ
た
後
で
あ
り
、
そ
の
返
事
で
あ
る
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
が
鎌
倉
に
届
く
前
で
あ
る
。
つ
ま
り
文
治
二
年
四
月
中
旬
初
か
ら
五
月
十
日
の
間
で
あ
る
。
精
緻
な
考
証
で
あ
り
、
強
い
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
、
事
実
が
そ
れ
以
外
で
あ
っ
た
可
能
性
が
全
く
な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
、
龍
福
氏
の
議
論
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
、
「
自
今
以
後
、
悔
過
、
不
可
同
心
行
家
義
行
不
当
輩
之
由
、
各
能
可
被
仰
含
」
な
る
文
言
が
「
頼
朝
の
赦
免
の
意
思
表
明
が
、
本
心
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
効
果
を
も
ち
」
、
後
白
河
が
「
散
御
不
審
候
畢
」
と
な
っ
て
、
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
そ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
が
、
確
定
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
龍
福
氏
も
言
及
さ
れ
た
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
三
月
二
十
九
日
条
を
見
て
み
よ
う
。
去
年
依
関
東
訴
被
処
罪
科
人
々
事
、
可
被
宥
刑
之
由
、
京
都
頻
有
秘
計
沙
汰
、
就
中
、
前
大
蔵
泰
経
殊
息
、
以
専
使
内
々
示
送
因
幡
前
司
廣
元
許
、
仍
廣
元
廻
芳
情
、
申
止
遠
流
畢
、
且
取
二
品
厳
命
、
投
返
報
云
々
、
人
々
御
事
、
自
御
所
再
三
被
仰
下
候
之
間
、
御
鬱
者
候
共
、
叡
慮
に
起
候
は
さ
ら
ん
に
と
り
て
は
、
近
習
之
人
々
を
は
爭
御
勘
当
候
へ
と
は
令
申
候
は
ん
と
て
、
可
有
御
計
之
由
、
去
比
令
申
候
了
、
い
か
さ
ま
に
も
御
遠
行
之
条
を
は
先
被
止
候
也
、
為
悦
不
少
候
、
御
領
な
ん
と
の
事
、
只
今
不
詳
候
め
り
と
申
院
候
て
御
沙
汰
候
は
ん
、
可
宜
候
歟
、
子
細
申
合
御
使
候
了
、
以
此
旨
可
令
申
上
給
候
、
恐
々
謹
言
三
月
廿
九
日
前
因
幡
守
廣
元
こ
こ
に
は
、
龍
福
氏
も
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
配
流
停
止
と
い
う
、
幕
府
の
新
し
い
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
龍
福
氏
は
、
こ
れ
は
「
広
元
の
私
的
見
解
の
開
陳
に
過
ぎ
ず
、
頼
朝
に
新
た
な
意
思
表
示
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
す
。
地
の
文
の
言
う
『
遠
流
を
申
し
止
め
畢
ん
ぬ
。
か
つ
が
つ
二
品
の
厳
命
を
取
り
…
…
』
―３―
と
い
う
よ
う
な
事
態
で
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
朝
幕
間
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
、
広
元
が
個
人
的
な
見
解
を
申
し
送
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
地
の
文
に
「
二
品
の
厳
命
を
取
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
頼
朝
の
意
向
を
確
認
し
た
う
え
で
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
四
月
二
日
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
前
刑
部
頼
経
前
大
蔵
泰
経
等
被
下
流
刑
官
符
間
事
、
不
誤
之
由
、
両
人
頻
陳
謝
、
泰
経
朝
臣
事
、
可
被
免
帰
京
之
旨
、
可
被
申
京
都
之
由
云
々
、
又
北
面
之
輩
誇
朝
恩
有
驕
逸
之
思
殊
加
御
誡
可
召
仕
之
由
云
々
こ
の
記
事
と
三
月
二
十
九
日
条
の
記
事
と
は
、「
申
止
遠
流
」「
御
遠
行
之
条
を
は
先
被
止
候
」
「
可
被
免
帰
京
」
と
、
文
言
は
異
な
る
が
内
容
的
に
は
符
合
し
て
お
り
、
こ
の
と
き
頼
朝
か
ら
、
「
三
月
の
頼
朝
奏
聞
」
と
呼
ば
れ
得
る
、
泰
経
の
配
流
停
止
の
申
し
出
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
泰
経
の
配
流
停
止
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
こ
れ
も
、
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
の
「
散
御
不
審
候
畢
」
と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
配
流
停
止
の
申
し
出
は
、
今
後
不
当
の
輩
に
同
心
し
な
い
よ
う
言
い
含
め
る
よ
う
に
と
い
う
申
し
出
よ
り
も
、
具
体
的
で
直
接
的
な
意
思
表
示
だ
と
言
え
る
。
と
す
れ
ば
、
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
の
鎌
倉
到
来
を
伝
え
る
、
前
掲
の
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
九
日
条
に
、
「
前
大
蔵

前
刑
部
等
罪
科
事
、
於
今
者
可
被
免
帰
京
之
由
、
去
三
月
被
奏
聞
畢
、
叡
慮
頗
快
然
云
々
」
と
あ
る
記
述
を
、
龍
福
氏
の
よ
う
に
否
定
す
る
の
で
な
く
、
生
か
し
て
考
え
る
道
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
吾
妻
鏡
』
四
月
二
日
条
に
あ
る
「
又
北
面
之
輩
誇
朝
恩
有
驕
逸
之
思
殊
加
御
誡
可
召
仕
之
由
」
と
、
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
に
あ
る
「
北
面
輩
事
、
各
誡
仰
可
召
仕
之
由
、
内
々
御
気
色
候
也
」
と
も
よ
く
符
合
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
三
月
の
頼
朝
奏
聞
」
が
届
い
て
か
ら
四
月
二
十
六
日
付
院
宣
が
出
さ
れ
る
ま
で
十
日
以
上
、
あ
る
い
は
二
十
日
ほ
ど
も
あ
る
こ
と
に
な
り
、
日
数
が
あ
り
過
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
に
強
く
あ
っ
た
朝
廷
内
の
疑
心
暗
鬼
を
取
り
払
っ
て
、
「
散
御
不
審
候
畢
」
と
書
き
出
す
ま
で
に
は
、
そ
れ
な
り
の
日
数
が
必
要
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
四
月
二
十
六
日
段
階
で
「
散
御
不
審
候
畢
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
旧
拙
稿
の
よ
う
に
「
折
紙
」
を
五
月
段
階
の
も
の
と
し
た
場
合
、
そ
こ
で
な
ぜ
「
免
否
只
可
在
御
計
」
と
い
っ
た
、
事
態
を
後
も
ど
り
さ
せ
る
よ
う
な
頼
朝
の
発
言
が
出
て
く
る
の
か
、
説
明
が
つ
き
に
く
い
こ
と
は
否
め
な
い
（
４
）。
二
、
第
８
項
に
つ
い
て
「
折
紙
」
の
第
８
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
一
所
子
細
事
尤
可
有
御
沙
汰
候
、
但
高
陽
院
御
領
、
此
外
又
冷
泉
院
宮
堀
川
中
宮
領
ハ
、
本
人
御
沙
汰
候
歟
、
其
外
可
為
御
進
止
之
由
、
可
申
院
候
歟
、
両
□
□
（
家
各
カ
）随
由
緒
、
任
御
計
、
可
有
御
沙
汰
之
由
事
第
８
項
は
、
摂
関
家
領
の
帰
属
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
摂
関
家
領
は
兼
実
が
沙
汰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
陽
院
御
領
冷
泉
院
宮
領
堀
川
中
宮
領
は
元
の
基
通
が
沙
汰
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
除
き
、
そ
の
他
を
兼
実
の
沙
汰
と
す
る
よ
う
後
白
河
院
に
奏
上
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
「
折
紙
」
に
お
い
て
頼
朝
の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
兼
実
を
基
通
に
か
え
て
摂
政
氏
長
者
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
頼
朝
は
、
さ
ら
に
―４―
基
通
が
管
領
し
て
い
る
摂
関
家
領
を
兼
実
に
管
領
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
基
通
と
後
白
河
の
抵
抗
が
大
き
い
こ
と
を
知
っ
た
頼
朝
は
、
文
治
二
年
四
月
二
十
日
付
で
院
奏
を
作
成
し
、
「
折
紙
」
に
み
え
る
の
と
同
じ
摂
関
家
領
の
分
割
案
を
提
示
す
る
。
頼
朝
は
、
こ
の
奏
状
を
兼
実
に
届
け
て
、
不
同
意
な
ら
ば
送
り
返
す
よ
う
に
と
伝
え
た
。
兼
実
は
そ
の
ま
ま
院
に
回
送
し
た
（
五
月
三
日
）。
後
白
河
は
五
月
五
日
付
で
院
宣
を
発
し
て
、
頼
朝
の
分
割
案
を
拒
否
し
た
。
そ
の
後
七
月
に
な
っ
て
頼
朝
は
再
度
同
じ
分
割
案
を
提
示
し
、
後
白
河
が
「
逆
鱗
」
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
結
局
基
通
の
領
知
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
５
）。
こ
の
項
に
つ
い
て
、
龍
福
氏
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
文
面
か
ら
、
頼
朝
が
兼
実
の
摂
関
家
領
領
有
を
後
白
河
に
要
請
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
兼
実
の
了
解
を
求
め
る
こ
と
も
初
め
て
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
四
月
二
十
日
付
の
院
奏
状
お
よ
び
そ
れ
に
付
せ
ら
れ
た
兼
実
宛
の
頼
朝
書
状
の
文
面
か
ら
も
、
こ
の
時
初
め
て
、
折
紙
と
同
じ
分
割
案
を
提
示
し
、
そ
の
可
非
を
兼
実
に
問
い
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
が
起
こ
る
の
は
、
一
方
の
問
い
が
答
え
ら
れ
る
前
に
も
う
一
度
問
い
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
況
が
生
ま
れ
た
と
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
折
紙
」
と
院
奏
頼
朝
書
状
と
は
近
接
し
て
作
成
さ
れ
た
と
み
る
ほ
か
な
い
。
結
局
、
頼
朝
に
と
っ
て
「
折
紙
」
作
成
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
院
奏
書
状
の
作
成
後
、
院
奏
の
後
白
河
に
よ
る
拒
否
を
知
る
ま
で
で
、
具
体
的
に
は
四
月
二
十
日
以
降
五
月
二
十
日
ご
ろ
（
分
割
案
拒
否
の
五
月
五
日
付
院
宣
が
鎌
倉
に
届
い
た
で
あ
ろ
う
時
）
ま
で
と
な
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
折
紙
」
作
成
時
期
の
下
限
を
、
旧
拙
稿
の
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
「
折
紙
」
お
よ
び
四
月
二
十
日
の
院
奏
頼
朝
書
状
の
文
面
か
ら
、
頼
朝
に
よ
る
分
割
案
の
提
示
お
よ
び
そ
の
可
非
に
つ
い
て
の
兼
実
へ
の
問
い
か
け
が
、
と
も
に
こ
の
時
が
初
め
て
と
す
る
龍
福
氏
の
指
摘
は
聴
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
、
第
３
項
に
つ
い
て
「
折
紙
」
の
第
３
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
可
示
議
奏
人
事
如
仰
下
可
触
示
候
、
又
可
有
御
沙
汰
之
由
事
こ
こ
に
い
う
「
議
奏
人
」
と
は
、
文
治
元
年
末
に
、
頼
朝
が
朝
廷
に
設
置
さ
せ
た
十
人
の
議
奏
公
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
文
治
二
年
四
月
三
十
日
付
で
、
頼
朝
が
議
奏
公
た
ち
に
書
状
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
る
（
６
）。
そ
の
書
状
は
、
「
天
下
之
政
道
者
、
依
群
之
議
奏
、
可
被
澄
清
之
由
、
殊
所
令
計
言
上
候
也
」
と
書
き
出
し
、「
思
而
不
令
申
給
者
、
定
非
忠
臣
之
礼
候
歟
、
仍
為
御
用
意
乍
恐
上
啓
如
件
」
と
結
ん
で
、
議
奏
公
を
督
励
し
た
も
の
で
あ
る
。
旧
拙
稿
で
は
、
こ
の
「
書
状
の
如
き
」
文
書
を
出
す
こ
と
を
兼
実
が
頼
朝
に
要
請
し
、
頼
朝
が
そ
れ
を
承
知
し
た
も
の
と
と
ら
え
た
。
龍
福
氏
は
、
四
月
三
十
日
付
書
状
に
よ
っ
て
兼
実
の
意
図
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
再
度
同
様
な
文
書
を
出
す
必
然
性
は
な
く
、
ま
た
も
し
出
し
た
と
す
れ
ば
、
兼
実
は
ひ
と
月
ほ
ど
の
間
に
（
「
折
紙
」
の
作
成
下
限
は
五
月
二
十
五
日
も
し
く
は
二
十
日
ご
ろ
）
二
度
ま
で
も
議
奏
公
宛
に
書
状
を
出
す
こ
と
を
頼
朝
に
求
め
た
こ
と
に
な
り
（
四
月
三
十
日
付
書
状
も
兼
実
の
要
請
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
）、
「
一
個
の
自
立
し
た
政
治
家
」
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
主
張
さ
れ
る
。
龍
福
氏
は
、
兼
実
か
ら
の
発
給
要
請
を
受
け
、
「
折
紙
」
で
そ
れ
の
応
諾
を
報
じ
た
頼
朝
が
発
給
し
た
文
書
こ
そ
、
四
月
三
十
日
付
の
議
奏
公
宛
書
状
だ
と
さ
れ
る
。
し
―５―
た
が
っ
て
「
折
紙
」
の
成
立
は
四
月
三
十
日
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
短
期
間
に
同
様
な
文
書
が
二
度
出
さ
れ
る
こ
と
は
不
自
然
と
す
る
龍
福
氏
の
見
解
は
聴
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
折
紙
」
の
記
述
は
き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
知
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
事
柄
に
よ
っ
て
は
、
兼
実
が
再
度
、
議
奏
公
宛
書
状
の
発
給
を
頼
朝
に
求
め
た
可
能
性
を
完
全
に
排
除
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
以
上
、
第
９
項
、
第
８
項
、
第
３
項
に
関
わ
っ
て
な
さ
れ
た
、
「
折
紙
」
作
成
時
期
に
つ
い
て
の
龍
福
氏
の
考
証
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
～
四
月
三
十
日
（
第
３
項
か
ら
）
四
月
中
旬
初
～
五
月
十
日
（
第
９
項
か
ら
）
四
月
二
十
日
～
五
月
二
十
日
ご
ろ
（
第
８
項
か
ら
）
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
は
、
「
折
紙
」
作
成
時
期
は
四
月
二
十
日
以
降
四
月
三
十
日
ま
で
、
と
な
る
。
こ
れ
は
、「
折
紙
」
の
「
行
家
」「
義
行
」
な
る
表
記
か
ら
導
き
出
し
、
龍
福
氏
も
一
旦
は
承
認
さ
れ
た
、
「
折
紙
」
作
成
は
五
月
と
す
る
旧
拙
稿
の
説
と
相
容
れ
な
い
。
そ
こ
で
龍
福
氏
は
、「
折
紙
」
を
伝
え
る
保
阪
潤
治
氏
旧
蔵
文
書
と
九
条
家
文
書
は
、
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
り
、
伝
本
の
「
義
行
」
は
原
本
で
は
「
義
経
」
で
あ
っ
た
と
推
断
さ
れ
る
。
原
本
が
「
義
行
」
で
は
な
く
「
義
経
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
い
ま
の
矛
盾
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
折
紙
」
は
「
四
月
二
十
日
付
の
摂
関
家
領
に
つ
い
て
の
院
奏
よ
り
も
後
、
四
月
三
十
日
付
の
議
奏
公
宛
書
状
よ
り
も
前
に
書
か
れ
た
」
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
龍
福
氏
は
、
『
玉
葉
』
文
治
二
年
五
月
二
日
条
に
「
東
札
到
来
、
有
条
々
事
等
」
と
あ
る
「
東
札
」
こ
そ
こ
の
「
折
紙
」
だ
と
し
、
到
来
ま
で
に
か
か
る
日
数
お
よ
び
兼
実
の
「
目
録
口
状
」
が
届
い
て
か
ら
「
折
紙
」
執
筆
ま
で
の
時
間
を
考
慮
し
て
、
「
折
紙
」
の
作
成
時
期
を
、
最
終
的
に
四
月
二
十
日
ご
ろ
か
ら
同
二
十
五
日
ご
ろ
ま
で
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
龍
福
氏
説
に
お
い
て
は
、
史
料
の
解
釈
は
厳
密
、
政
治
過
程
の
考
証
は
緻
密
、
よ
っ
て
そ
の
結
論
は
高
い
蓋
然
性
を
も
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
旧
拙
稿
に
お
け
る
「
折
紙
」
作
成
時
期
に
つ
い
て
の
推
定
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
龍
福
氏
説
は
、
い
ま
知
ら
れ
る
「
折
紙
」
で
は
「
義
行
」
と
あ
る
と
こ
ろ
原
本
で
は
「
義
経
」
で
あ
っ
た
は
ず
だ
、
と
す
る
推
断
を
成
立
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
は
記
憶
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
合
わ
せ
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
龍
福
氏
の
考
証
の
中
に
も
氏
の
想
定
と
は
別
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
余
地
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
「
義
行
」
な
る
表
記
が
生
き
る
道
が
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
。注
（
１
）
山
本
博
也
「
文
治
二
年
五
月
の
兼
実
宛
頼
朝
折
紙
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
八
八
編
二
号
一
九
七
九
年
）
（
２
）
龍
福
義
友
「
『
文
治
二
年
五
月
の
兼
実
宛
頼
朝
折
紙
』
管
見
」
（
『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
二
〇
号
二
〇
〇
七
年
）
（
３
）
以
下
、
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
精
緻
に
校
訂
さ
れ
た
龍
福
氏
論
文
所
引
の
本
文
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。
な
お
、
読
点
に
つ
い
て
は
私
意
に
よ
っ
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
漢
字
は
適
宜
新
字
体
に
直
し
た
場
合
が
あ
る
。
―６―
（
４
）
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
頼
朝
は
、
後
に
摂
関
家
領
の
問
題
に
つ
い
て
要
求
を
通
す
た
め
の
布
石
と
し
て
、
泰
経
問
題
で
は
後
白
河
に
譲
歩
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
後
述
す
る
よ
う
に
、
摂
関
家
領
に
つ
い
て
の
頼
朝
提
案
は
後
白
河
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
。
そ
こ
で
頼
朝
も
泰
経
問
題
に
対
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
そ
の
間
の
や
り
と
り
の
中
で
、
「
折
紙
」
で
の
記
述
が
後
退
し
た
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
５
）
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
６
）
注
（
１
）
拙
稿
参
照
。
（
や
ま
も
と
ひ
ろ
や
歴
史
文
化
学
科
）
―７―
